
鰯
竃
で
行
こ
う

鰯
出
の
衛

は
じ

め

て
の

旅

先
の

街
、

文

要

駅

か

ら

徹
光

拠
点
へ
歩
く
に
は

や

や

距

離

の

あ

る

ケ

ー

ス
、

バ
ス
で

行

く

に

は

路

線
を

調
べ
て
、
と
い
っ
て
も

定

時
運

行

が

確

保

さ

れ
て
い
な

い
二
と

が

殆
ど

だ
。

や

む

な

く

タ

ク
ソ

ー

で

行
一
」
う

か

？

よ

く

あ

る

場

漸

で

あ

る
。

閥

｝

市

も

そ
ん

な

街
の

一
つ
だ
。

麟
｛
市
の
観
光
拠
点
と

警
え
ば
、
後

楽

癒
と

鰯

山

城

が

あ

げ

ら

れ

る
。

ま

た
、

二

の

界

隈

は

岡

｛
カ

ル
チ

ャ
ー

ゾ

ー

ン
と

呼

ば

れ

る
、

博

物

館
・
美

術

館

の

多
い

地

域

だ
。

た

だ

し
、

闘

山

駅

か

ら
一
は

≡

５

Ｓ

２
キ

ロ
ほ

ど

の
．

腹

離
。

歩

く

に
は

ち
と

つ
ら
■い
か

も

し

れ

な
い
。

「
渕
電
で
行
二
う
」

閥
電
と
は
濁

山

樽
魁
片
凧
軌

道
、

閥

山

の
⊥
巾
内
串
馳
車
の
ニ
レ
」

で
あ

る
。

閥

｛
駅

誠
か

ら

東
に
紳

び

る
桃
太

郎
大

踊
り
。

闘

｛
駅

前
電

停

そ
の

遜

り
の

真
ん

申

に
あ

る
。

踏
線
は
途
申
で
２
に
分
か
れ
る
。

柳
沢

道
生

カ
ル

チ
ャ

ー

ゾ

ー

ン

方

面

に
は
「
東

｛

行

き
一
に

聚

る
。

停

餓

所
の

ホ

ー

ム

は

方

陶

別

な

の
で

迷

う

こ

と

は

な
い
。

冒

巾
で

も

ほ

ぼ
５

分

毎

の

運

転
、

待

た

さ

れ

る

二
と

も

な

い
。

ま

た
、

県

庁

遜

り

電

停

ま

で
は

百

円
で

乗

れ

る
。
こ

れ

も

嬉
し
い
。

ち

な

み
に
一

簿

乗

車
券

は

大

人

五

百

円
で

あ

る
。

濁
電
の
歴
史
は
吉
い
。
談
立
は
明
治

４３

年
（
三
９
ユ

Ｏ
）
、

２

年

後

に

営

業

運

転

を

開

始
し
て
い
る
。

現
衣
の

絡
線
は

東

山
本
線
（
…

ユ

キ
し

と

潜

輝

橋

線

↑

さ

ヰ
蓼
）
、

路

線

畏
は

肖
本
の
路

面
篭

箪
の
な
か
で
も

短
い

部

類

に

属

す

る
が
、

二
こ
に

は

明

る
い

話

題

が

多
い
。

、
半

成

３

年

↑

９
９
５
）
、

冒

本
の

脇

漸
電
車
初
の
女
性

運
転
土
が

誕
生
。

、
準

成

μ

年
一
２
０
０
６
）
、

闘

山

布

崖

身

の

イ

ン
ダ

ス
ト

リ
ア

ル
山
デ

ザ

イ

ナ

ー
、

水
ユ

戸

閥

鋭

治

氏

の

設

計

に

よ

る
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
路
廊
電
車
「
Ｍ

Ｏ
Ｍ

Ｏ
」
が

登

場

し

た
亡

通

学

の

女

子

高

生
が

思

わ
ず
「
カ
ワ
イ

∫
∴
と
一一一
撃

た

と
い

う
エ
ピ

ソ

ー

ド
の

あ

る

そ
の

デ

ザ

イ

ン
む

Ｊ
Ｒ

九

州

で

持

急

っ
ぱ

め

を

は
じ

め
様

々
匁

東

廠
デ

ザ

イ
ン
に
よ

り

話
懸
を

呼
ん
だ

水

戸
鰯

沃
、

赦
郷

で
の
代
表
的
な

作
品
が
Ｍ
Ｏ
Ｍ
０
で
あ

る
。

こ

の

車

雨

は

第

一

同

冒

本

鉄

遣

グ
ッ
ド

デ

ザ

イ

ン
賞

ワ
ー

レ
ル

賞

な

ど

多

く

の

賞
を

獲

絡
し

た
。

ま
た
、

か
つ
て

東

武

臼

光
軌

道

線

を

走
つ
て
い
た
レ
ト
ロ
電

車
も

水

戸
閥

氏

の

デ

ザ

イ

ン
に

よ

り

リ
ニ
ュ
ー

ア
ル

るあ
一
」二もぼ坂気ヒ爽１１１本線 の 約、ぺ 刺 １翻害

さ

れ
、

こ

の
ほ

ど
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
○
」
と

い
う

愛

称
で
の

運

行

が

姶

ま
っ
た
。

閥
電
の

話
題

は
路

線

延

炎

や
、
Ｊ

Ｒ
盲

備
線
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
新
し
い
コ
ン
セ
プ

ト
の

路
繭

電

車
）
化
に

伴
う

相

互

乗

入

れ

な

ど

が

あ

る
。

た
だ

し
、
こ

れ

ら

は

現
状
で
は
構
想
の
域
を

出
て
い
な
い

よ

う
で

あ

る
。

ざ
て
、

閥

篭
が

和

歌

｛
の

電
車

を

救
っ
た

話

を

紹

介

し

て

お

き

た

い
。

和

歌

山
市
と

紀
の
園
締

鐘
志

を

続
ん
で

い
た

南

海
電

鉄

貴
志

川

線
は
乗

客
の

減

少

が

続

き
、
、準

成

犯

年

に

廃

次

が

決

定

さ

れ

た
。
し

か
し
、

近

隣

依

民

の

４７

運
翻
臆

漢
蟻

擦

続
⑱
滋

臓
養

撲
索
、

こ
の

経

緯
は
Ｎ
阿
Ｋ

テ
レ
ビ
の
「
難

間

解

決

－．

ご

近

所

の

底

カ
」
で
も

報

道

さ

れ

た
。

結

果

と

し

て
、

線

路

な

ど

の
資

産

を

地

元
自

治
体

が
貿
い
取
り
、

属

蜻
魁
三
〇
〇

％

出

資

の
子
ム
耳
什
一、

和

歌

｛

電

鐵

が

運

行

す

る
こ

と

と

な
っ
た
。

平

成

蝸

年

４

月

か

ら
、

新

し

い

体

繍

で
の

運

行

が
ス

タ

ー

ト

し

た
。

か
つ

て
の
商

海
電

鉄
の
車

雨
は
水

戸
閥

氏

デ

ザ

イ
ン
の
一．
い
ち

ご

電

車
」
と

し

て

生

れ

変

わ
っ
た
。

沿

線

で
「
竹

久

夢
．

展
」

が

闘

催

さ

れ

る

な

ど
、

地

域

間
の

ご

縁

も

深
ま
っ
て
い
る

よ

う

だ
。

恐
愁

幣
納

書
旛

穫
り
鰯
曹
磁
頒

ら
の

商

家
と
電

車
の
組

合
せ
は

近
ご

ろ
な

か
な
か
冒
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
光

景
で

薦

る
曲

象

イ

ム
ス
リ

ツ
ブ

し

た

よ

う

な
、

古
風
な

街
狗
に

似
含

う

電
車

は
レ
ト

ｐ
な

沃
Ｕ

Ｒ
○

か
、

そ

れ

と

も

最

新
式
の
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
か
？

そ
ん

な

想

い
が

ふ
と

浮
か

ん
で
く
る

沿

線

風
最

で

あ

る
。

お

城

や

後

楽

鰯
、

カ

ル

チ

ャ

ー

ゾ

ー

ン
を

め

ぐ
っ
て
、

ま

だ

時

閥

に

余

裕

が

あ

る

場

含
、

あ

る
い
は

銑
に

行
っ
た

と

い

う

方

に
、

お

薦

め

し

た

い
の
は
、

東

｛

本

線

終

点

ま

で
の
、

い

わ

ば
「
岡

電

小

さ

な

旅
」
で
あ

る
。

胴
大

寺
逓
り

電
停
を

遭
ぎ
る
と

電

車
は

す
ぐ
に
左

折
Ｌ
、
旭
州
に
架
か
っ

た

京

儒

を

わ

た

る
。

橘

を

わ

た

る

と

小
橘

電
停
。
こ
こ
か
ら

先
は
球
窓
の
風

簸

が
一

変

す
る
。

区

函
整

理
さ

れ
て

い
な

い

街

並

み

を

走

る
。

電

停
に

し

て

２
つ
ほ
ど
の
僅
か
な

距
離
だ
が
、
な
か

乃


